
シ ニ ア の 社 会 参 加 情 報 誌

　慰問先では軽妙な語りと巧みな芸

に加え、10 種類以上の音が出る自

作のドラムで演奏しながら演歌な

どを披露して会場を沸かせていま

す。大道芸で使う道具は、すべて、

自身による手製のもの。不要に

なった仏具等や日用品、電化製品

の部品を活用して装飾を施し、ユ

ニークな道具を数多く作成。また、

大道芸も自身のオリジナル。特徴

的なのが、頭の上で様々なものを

回すパフォーマンス。ぬいぐるみ、

手作りの東京スカイツリーのオブ

ジェなどを頭上で回す “ 回転芸 ”

がレパートリーのひとつです。

　遠距離移動が続き自家用車で宿

泊することもありますが、「人との

出会いが楽しみで続けているんで

す」と、人の笑顔が活動の原動力

になっているとのこと。また、「30

歳から 70 歳までマラソンを続けて

いたから、今の体力が維持できてい

る」と話す岩上さんは、65 歳のと

きには、岩泉町から盛岡市までの

約 70 キロを走破したほどの体力自

慢で、過去、東北各地で行われた

マラソン大会では、60 歳以上の部

門で常に上位入賞を果たしました。

　ボランティア活動の他に、東京都

で開かれる「芸王 ( げいわん ) グラ

ンプリ」に毎年参加しており、2 度

準優勝したほどの実力者。それでも、

「次はどんなことをしたらもっと喜

んでくれるんだろうと考え、日々、

練習と工夫を重ねています。まだま

だ勉強中ですから」と、芸を磨くこ

とに余念がありません。「今後も鍛

錬を重ね、慰問回数 2,000 回を目

指して、もっと多くの人を喜ばせた

い」と意気込みを語りました。

　県内の高齢者施設などで大道芸の

ボランティア活動を続ける岩上敏一

さんは、平成 20 年の活動開始から

今年で 8 年目を迎えます。昨年 10

月には通算 1,000 回を超え、さら

なる意欲を燃やしています。

　岩上さんは葬儀屋・仏具店・衣

料品店を営むかたわら、趣味で大

道芸を身につけました。大道芸を

始めたきっかけは、ある時、「今ま

で仕事一筋でやってきたが、使わ

なくなった仏具を利用して人に役

に立つことをやってみたい」と思っ

たこと。そこで、不要になった灯篭

を笠に改良し、頭に乗せて回して

みたところ、「これはユニークで楽

しい」と大道芸を思い立ちました。

「大道芸で笑顔を運ぶ」
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※ 「かだる」 という言葉は、岩手県の方言で 「参加する」、「集う」、「加わる」 などを意味します。
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頭の上で、得意の “回転芸 ”を披露

輝くシニア

手作りの道具で演奏を披露する岩上敏一さん
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調査から見えた高齢者の意識について　-NPO法人いわての保健福祉支援研究会の調査結果から -

　団塊の世代が高齢者に到達し高齢化が一層進展する

中で、高齢者の生きがいづくりとともに、地域の高齢

者が持つ知識・経験や技術を活かし地域活動の担い手

として社会参加することが望まれます。いわての保健

福祉支援研究会では、高齢者の社会参加の促進に役立

てるため、滝沢市と地元自治会の協力を得て高齢者の

生活実態や社会参加への意識等について調査を実施し

ました。この調査では、世帯の高齢者全員を対象とし

たため、世帯内の男女の差異が見て取れることが特長

です。以下その概要を紹介します。

　①調査地域　滝沢市内滝沢ニュータウン

　②調査時期　平成 26 年 11 月

　③調査対象　60 歳以上の高齢者がいる 762 世帯

　　の 60 歳以上の男女

　④回収状況　回答世帯数 320

　　（回収率 42％・回答数　 512 人）

１　健康状態

　現在の健康状態については、健康とする人（普通、

まあ良い、良い）が約８割と、多くの人は健康です。

２　高齢者の年齢

　「高齢者は何歳以上が適当か」については、「70 歳以上」

が 56.4％と最も高く、従来の高齢者とされる「65 歳以上」

は 17.6％と、高齢者に対する意識が変化しています。

３　就労

　「何歳ごろまで働きたいか」については、「65 歳く

らいまで」が 38.7％と最も多く、次いで「70 歳くら

いまで」が 24.0％など、60 歳以降も働きたいとする

人は約 8 割と就労意識が高くなっています

４　近所との付き合い

　近所との付き合いについては、「かなり親しい付き

合いがある」が 8.2％、「まあまあ付き合いがある」

が 54.7％で、これを合わせると 62.9％ですが、女性

だけでみると約 7 割と高くなっています。

５　生きがい

　生きがい（喜びや楽しみ）を感じる時について

は、「趣味やスポーツに打ち込んでいる時」が最も高

く 49.8％ (255 人 ) であり、次いで「友人や知人と食

事、雑談している時」43.1％ (221 人 )、「孫など家族

との団らんの時」41.0％ (210 人 )、「旅行に行ってい

る時」39.8％ (204 人 )、「美味しい物を食べている時」

37.5％ (192 人 ) の順となっています。男性では、「趣

味やスポーツに打ち込んでいる時」「孫など家族との

団らんの時」が高く、女性では、「友人や知人と食事、

雑談している時」「美味しい物を食べている時」が高

くなっています。

６　社会参加活動

　現在行っている活動の状況については、「サーク

ル活動・仲間と行う趣味・教養」が 55.3％と最も高く、

「町内会、自治会活動」54.3％、「地域行事への参加・

手伝い」53.3％の順となっています。

　また、今後やってみたい社会参加活動については、

「サークル活動・仲間と行う趣味・教養」が 28.3％、

「スポーツ・レクリエー

ション活動」23.8％、「習

い事」18.4%、「ボラン

ティア活動」18.0％で

あり、「働く機会があれ

ば就労したい」12.1％

となっています。男性

は地域活動への参加意

識が高い反面、女性は、

ひとり暮らしの高齢者

や介護施設、子育て世

代への支援活動への参

加意識が高くなってい

ます。
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の話題
 

  柳沢ピンコロくらぶ ( 滝沢市） 「地域の仲間で健康長寿を目指す」

見分森カラオケ同好会 ( 奥州市 )　　「自慢ののどでカラオケ慰問」  
　奥州市水沢区の見分森カラオケ同好会（村松靖雄代表、

会員 19 名）は、高齢者施設などに出向き、「慰問歌謡

ショー」によるボランティア活動を行っています。自慢

ののどで高齢者に元気を届けようと、月 2、3 回のペー

スで奥州市内を中心に回っています。

　同会は、歌が好きな会長を中心とした有志が集まり平

成 16 年に結成。今年で 12 年目を迎え、これまでの慰

問回数は 152 回を数えます。慰問先にはカラオケ機材を

持ち運び、会員が、「ブルーライト・ヨコハマ」「岸壁の

母」などの昭和歌謡や演歌、唱歌を交代で披露。施設側

からのリクエストにも応え、入所者に喜びを与えていま

す。歌の技術は、会員が各個人で普段から練習を重ねて

いる他に、月に一度、月例会で全員がカラオケボックス

などに集まって腕を磨いています。

　村松代表は「歌を聞いて喜んでいただけるのが励みに

なるとともに、歌を唄う私たちにも『若さと力』を与え

てくれます。今後は、訪問先や会員を増やして、さらに

内容を充実させて活動の輪を広げていきたい」と抱負を

話しました。

　柳沢ピンコロくらぶ（佐藤勲代表、会員 28 名）は、

地域住民等で仲間をつくり健康長寿を目指すことを目的

に、滝沢市柳沢地区で活動しています。設立は平成 25

年 10 月。会員は高齢者を中心としており、活動を聞き

つけて他地区から加わっている人もいます。柳沢地区は

自然に囲まれた田園地帯で住宅が点在しているため、緊

急の場合に頼りになるのが家族と仲間。そのため、普段

からの仲間づくりが重要と位置づけ、同会の結成に至り

ました。毎月勉強会などを開催しており、「認知症予防」

「介護」「口腔ケア」など高齢者の医療に関することに加

え、最近は、「救急法」「一人暮らしの男性の料理」「納

涼落語」などレパートリーを増やしています。

　昨年 11 月からは、「減塩で健康長寿」をテーマに新

たな活動を開始。脳卒中をテーマに講演会、講座を開き

減塩料理実習なども行っています。佐藤代表は「今後も

さらに健康への意識を高めたい。また、このような活動

が他地区へ広がることを期待したい」としています。

県内各地で活動している団体を紹介します。

奥州市

滝沢市

柳沢ピンコロくらぶ主催の「救急法」講座の様子

カラオケ慰問活動の様子（奥州市内の高齢者施設）

　平成 14 年 11 月の全国紙に、高齢者の生きがいとして

「マージャン交流が広がっている」と大きな見出しが掲載

されていました。私はこの記事に大いに刺激され、翌年

1 月に「（お金を）賭けない」「（タバコ）を吸わない」「（酒

を）飲まない」健康的なマージャンを目的とする、健康

マージャン愛好会を結成し、今では、この活動はすっか

り定着しています。その 6 年後、母が入所していた施設

に行った時、「私には誰も会いにきてくれない」という他

の入所者の方の一言が、新たなボランティア団体結成の

きっかけとなりました。平成 21 年 4 月、新たに「二戸健

康マージャンボランティア」を立ち上げ、施設の了解を得

られるところに出向き、入所者および利用者の方々との交

流を始めました。現在、二戸市内 6 か所で、仲間たちがマー

ジャン、将棋等で毎週交流し、楽しんでおります。

お元気シニアボイス　　「知的ゲームのマージャンで仲間づくり」　二戸市 　西村牧男さん（72 歳）

（この事業の一部に、いきいき岩手支援財団の「ご近所支え合い活動助

成金」が活用されています。）

（この事業の一部に、いきいき岩手支援財団の「ご近所支え合い活動助

成金」が活用されています。）
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PO 法人に対して総務や経理の支援を行っています。

NPO 法人の中には、内部の事務処理まで手が回らな

いケースもあり、経理の訪問指導から決算書作成ま

でを手伝うなど、現在は 60 団体を支援しています。

　こうした活動は、支援を受けている NPO 法人の適

正な経理処理に役立ち、今後も大きな期待が寄せら

れています。また、会員が永年培ってきた知識や技

能が存分に生かされ、会員自身の生きがいに繋がっ

ています。

　地域振興事業は、一般市民や NPO 法人を対象に「年

金・社会保険、NPO 法人の困りごと等の無料相談会」

を毎月 1 回開催。その他の事業としては、市民が樹

木や自然に親しんでもらうことを期待して、岩手公

園に樹木名を表示したプレートを設置。また、来年

本県で開催される国体に向け、県内外からの来訪者

を気持ちよく迎えられるよう、もりおか歴史文化館

入口の花壇整備などにも取り組んでいます。

　八島理事長は、「会員の高齢化が進んできているが、

少子高齢化社会に向けて高齢者の健康と活力の保持

のためにも、活動を展開して行きたい」とし、「NPO

法人を支援する中間支援が会の目的。運営や経理な

どで困っている団体を大いに応援したいので、遠慮

せず気軽に相談してほしい」と話しています。
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NPO法人の運営に係る講習会の様子

　NPO 法人シニアパワーいわて ( 八島征治理事長、

会員 40 名 ) は、「高齢者が永年職場で培ってきた知

識や技能を生かして地域の振興に寄与し、併せて自

身の健康管理と生きがいづくりを図ること」を目的

として、平成 16 年 10 月に設立。昨年、10 周年を

迎えました。会員の多くは、盛岡市在住の銀行員や

公務員の退職者で、平均年齢は 70 歳を超えていま

す。法人設立のきっかけは、前理事長が退職後に何

か社会に役立てることができないかと考え、後輩を

誘って NPO 関係の講座を受講したことです。

　主な活動として、行政・企業との協働事業、中間

支援（他の NPO 法人の運営又は活動に関する連絡、

助言又は援助）事業、地域振興事業等を行っていま

す。

　行政・企業との協働事業は、県・市町村等からの

委託を受け事業を行っています。復興支援の担い手

の基礎的能力強化事業の一環として「NPO 法人の

運営に係る基礎講習会」、「NPO 法人新会計講座」を

開催。そのほか、震災からの復興に向けて取り組ん

でいる NPO 法人を支援するため、「被災地における

NPO なんでも相談会」などを開催しています。

　中間支援事業は、県内で市民活動を行っている N

  NPO 法人 シニアパワーいわて （盛岡市）　　

2016 年の岩手国体に向けた花壇整備


